
【事業評価】 【事業方針】

◎ ３点 継続 現行どおり、事業を継続する

○ ２点 51～84％
改善・見

直し
事業の見直し、改善を図る

△ １点 1～50％ 縮小 事業規模を縮小する

× ０点 ～0％ 休・廃止 事業を廃止する

事業名 基本理念 目標 行動計画 担当係 評価 課題 事業方針
R３年度(下期）目標・

今後の方向性

目標値
総合窓口として相談を受け
る。
地区社協の開催 年72回

実績
相談件数　624件
相談人数　104人
地区社協　22回

目標値
関係機関との情報共有を図
る
地区社協の開催　年72回

実績
各関係機関との情報交換の
場に参加
地区社協　22回開催

B4点

令和３年度　長久手市地域福祉活動計画　事業評価シート事業番号１　　　　　　　　　　包括的相談支援事業

計画どおり実施されている

概ね計画どおりだが、一部未実施

大幅に計画から遅れている

未実施

事業番号 目標及び実績

総合評価 A：5点以上　B：3点～4点　C：１点～2点　D：０点

事業概要
地区社協の運営、関係機関等の情報共有の場の開催を通じ、住民が抱える地域生活課題に対し、相談者の属性・世代・相談内
容に関わらず、包括的に相談を受け止め、世帯支援の視点で対応する。

気づき

個別相談内容から、地域課
題を把握し、地区社協等で
検討することで、早期発見で
きるようになります。

福祉のなんでも相談員として、総合窓口とし
て断らない相談窓口を実施する。

〇2点
　総合相談窓口としての周知が
不足している。

継続 　回覧板・広報などの実施。

つながり
支援機関のネットワークを活
用し適切な相談機関と連携
した支援を行います。

地区社協をはじめ、各種相談機関や地域団
体と定期的な情報共有を図り、一体的に支援
ができる体制を構築する。

〇2点

感染症予防のため、地区社協
の開催を見合わせたが、場合
によっては、オンライン開催等
の情報共有の手段の検討必
要。

継続
会議の実施方法の見直し等、感染防止をしながらの会議
の実施について、検討が必要。

届き

支えあう

たつせがある

1 包括的相談支援事業
地域支援チー

ム



【事業評価】 【事業方針】

◎ ３点 85％～ 継続 現行どおり、事業を継続する

○ ２点 51～84％
改善・見

直し
事業の見直し、改善を図る

△ １点 1～50％ 縮小 事業規模を縮小する

× ０点 ～0％ 休・廃止 事業を廃止する

事業名 基本理念 目標 行動計画 担当係 評価 課題 事業方針
R３年度(下期）目標・

今後の方向性

目標値 事務局会議の試行

実績

8月から事務局を開催し(1回
/週)、16回開催した。他の事
業の会議に参加し、ケース
を共有した。

目標値
相談支援包括化推進会議
及び実務者会議に参加　年
3回

実績

協議会：年1回
実務者会議：年1回
ケース会議：3回
多機関協働ケース：3件

目標値
ケース等から地域に不足し
ている社会資源や仕組みに
ついて検討

実績

研修会に参加し、他市町の取り組
みについて学びました。地域ケア
会議に参加し、地域に不足する資
源等を検討した。

目標値
ケース等から地域に不足し
ている社会資源や仕組みに
ついて検討

実績

研修会に参加し、他市町の取り組
みについて学びました。地域ケア
会議に参加し、地域に不足する資
源等を検討した。

目標値
ケース等から地域に不足し
ている社会資源や仕組みに
ついて検討

実績

研修会に参加し、他市町の取り組
みについて学びました。地域ケア
会議に参加し、地域に不足する資
源等を検討した。

C6点

令和３年度　長久手市地域福祉活動計画　事業評価シート事業番号２　　　　　　　　　　多機関協働事業

計画どおり実施されている

概ね計画どおりだが、一部未実施

大幅に計画から遅れている

未実施

事業番号 目標及び実績

総合評価 A：１３点以上　B：８点～１２点　C：１点～７点　D：０点

事業概要
複合化・複雑化した生活課題に総合的に対応するための包括的な相談支援体制を構築し、福祉分野に限らず、さまざまな分野の
関係機関や地域資源等と連携・協働しながら、複合的な課題を抱える人や世帯の生活再建や自立を支援する。

気づき

関係機関等の世帯支援の
視点や気づきの強化によ
り、支援が必要な人や世帯
が早期に支援を受け、生活
再建が図れるようになりま
す。

事務局会議を開催する他、相談機関が集ま
る場等に参加していきます。

〇2点
事務局会議の開催はしている
が、本事業の当事者としての意
識が不足している。

継続
・関係機関に対して、本事業の役割について周知を図る。
・事務局会議を開催する
・他の事業の会議に参加し、ケースを共有する。

つながり

様々な関係機関や地域資源
等がつながり、連携・協働
し、支援チームとなって、困
りごとを抱える人の生活を支
えます。

相談支援包括化推進協議会、実務者会議に
参加する。また随時、個別ケース会議を開催
する。

△1点

参加者の専門性を生かした会
になるよう、内容を改善。
市内の各事業所から、多機関
がかかわる案件の紹介がない
ため、各事業所へ本事業の内
容を周知する。

見直し

・事務局会議の実施により、関係機関に対して、本事業の
役割について周知を図る。
・参加者の専門性を生かした会になるよう、内容を検討。
・個別ケース会議を開催する。
・地域共生推進課とともに市内の各事業所へ本事業の内
容・目的を周知する。

届き

複合的な生活課題や制度の
狭間にある課題への対応
等、生活に困っている人や
世帯が生活再建に必要な支
援を受けられるようになりま
す。

地域に不足する資源や生活再建に必要な仕
組みを検討していきます。

△1点
課題の抽出の精度が低く、ま
た資源開発につながっていな
い。

見直し
課題抽出方法の検討と資源開発に向けた話し合い・
検討の場の創出。

支えあう

お互いの困りごとを「我が
事」として捉え、支援が必要
な人を地域で支え合えるよう
になります。

相談者の地域での暮らしを支援していきま
す。

△1点
課題の抽出の精度が低く、ま
た資源開発につながっていな
い。

見直し
課題抽出方法の検討と資源開発に向けた話し合い・
検討の場の創出。

たつせがある

様々な分野・立場の人、事
業所、団体等が困りごとを
抱える人への支援に関わる
ことで誰もが安心して暮らせ
る地域になっていきます。

制度や事業だけでなく、地域独自サポートと
連携する。

△1点
課題の抽出の精度が低く、ま
た資源開発につながっていな
い。

見直し
課題抽出方法の検討と資源開発に向けた話し合い・
検討の場の創出。

1 多機関協働事業
地域支援チー

ム



【事業評価】 【事業方針】

◎ ３点 85％～ 継続 現行どおり、事業を継続する

○ ２点 51～84％
改善・見

直し
事業の見直し、改善を図る

△ １点 1～50％ 縮小 事業規模を縮小する

× ０点 ～0％ 休・廃止 事業を廃止する

事業名 基本理念 目標 行動計画 担当係 評価 課題 事業方針
R３年度(下期）目標・

今後の方向性

目標値

サロンへの定期訪問（47サ
ロン*4回＝188回）
福祉のなんでも相談会の実
施（年72回）

実績

概ね3か月おきにサロン訪問、全
小校区で「福祉のなんでも相談」を
実施し、地域や個人の困りごとを
把握した。

目標値
地区社協や部会活動のなか
で地域の課題について検討　
（部会年18回）

実績
地区社協や部会活動などを
通じて、地域課題を共有し
協働した。（部会5回）

目標値

実績

目標値
地域課題に沿ったイベント
の実施

実績

子育て世代への支援として、
読み聞かせ等のイベントを実
施し、母親同士が交流する機
会を設けました。

目標値

実績

C4点

令和３年度　長久手市地域福祉活動計画　事業評価シート事業番号３　　　アウトリーチ等を通じた継続的支援事業

計画どおり実施されている

概ね計画どおりだが、一部未実施

大幅に計画から遅れている

未実施

事業番号 目標及び実績

総合評価 A：8点以上　B：5点～7点　C：１点～4点　D：０点

事業概要
ひきこもり状態にある場合や複数分野にまたがる複合課題を抱えている人に支援を届けるため、共生ステーションやサロン活動
等の定期的な訪問や「福祉のなんでも相談」の実践をしていきます。

気づき

地域に実際にある課題や困
り事を知ることで、困り事を
抱えている身近な人に気づ
くことができます。

共生ステーションやサロン活動等へ定期的な
訪問や、「福祉のなんでも相談」を実施するこ
とで、地域の困りごと・個人の困りごとを把握
する。

〇2点

高齢者の相談が多く、子どもや障
がい者に関する相談が少ない。
相談会を実施するも相談に結び
ついていない。アウトリーチの方
法を再度検討する必要あり。

改善
見直し

・共生ステーションやサロン活動等だけではなく、他の相
談機関へも定期的に訪問し、地域の困りごと・個人の困り
ごとを把握する。
・「福祉のなんでも相談」を継続する。
・「福祉のなんでも相談」以外に地域のニーズを把握する
仕組みの検討が必要。

つながり

地域住民や、民生委員・自
治会・まち協など各種団体と
のつながりを作り、地域課題
について話し合い、協働して
課題解決に取り組みます。

地域課題や解決に向けた取り組みを地域の
中で共有、協働する。

△1点

高齢者の課題解決に向けた取り
組みは行えているが、子どもや障
がい者に関する取り組みが少な
い。
部会の検証が必要。

見直し

・高齢者だけではなく、子ども、障がい者、生活困窮等の
課題解決に向けた取り組みを共有、協働する。
・部会のある地区、ない地区含め、部会の必要性を検証
する。

届き

支えあう

当事者、周りの人、地域課
題を知るまで関わりのな
かった地域住民がそれぞれ
手を取り合い、支え合う関係
性を築くことができます。

地域課題に関するイベントを通じて、住民同
士が支えあう機会を設けます。

△1点

地域課題に即しているのか検
証ができていない。障がいに
関するイベントが実施できてい
ない。

見直し
・地域課題に関するイベントを実施した振り返りの徹底と、
地域課題の抽出方法の検討が必要。

たつせがある

1 アウトリーチ等継続的支援
地域支援チー

ム



【事業評価】 【事業方針】

◎ ３点 85％～ 継続 現行どおり、事業を継続する

○ ２点 51～84％
改善・見

直し
事業の見直し、改善を図る

△ １点 1～50％ 縮小 事業規模を縮小する

× ０点 ～0％ 休・廃止 事業を廃止する

事業名 基本理念 目標 行動計画 担当係 評価 課題 事業方針
R３年度(下期）目標・

今後の方向性

目標値
相談窓口兼居場所設置につ
いて市内周知を実施

実績
広報や回覧、マスコミを通じ
て発信、市内各団体に地区
担当から周知

目標値
定期的な相談窓口兼居場所
の開放、家族会の実施
交流企画　年1回

実績

相談窓口月２回から開設。
当事者家族会に関して市民
から要望なく未実施。
交流企画　未実施

目標値 関係者会議を実施　年12回

実績
７月に関係者見学会を開
始、以降月１回で関係者会
議を実施

目標値
定期的な相談窓口兼居場所
の開放、家族会の実施
交流企画　年1回

実績

相談窓口月２回から開設。
当事者家族会に関して市民
から要望なく未実施。
交流企画　未実施

目標値 支援メニューの調査準備

実績
関係者会議月１回開設、支
援に携わる関係課を招致

C6点

令和３年度　長久手市地域福祉活動計画　事業評価シート事業番号４　　　参加支援事業

計画どおり実施されている

概ね計画どおりだが、一部未実施

大幅に計画から遅れている

未実施

事業番号 目標及び実績

総合評価 A：１３点以上　B：８点～１２点　C：１点～７点　D：０点

事業概要
地域の中で困っていながらも相談できずに孤立し、ひきこもりがちな方やそのご家族、知人等が気軽に相談できる仕組みを作りま
す。また、病気や障害、就労が困難等の理由から、日中活動をしていない方に向けた居場所を整備し、社会参加に向けた伴走型
での支援を行います。

気づき
当事者やその家族が相談
窓口を早期に気付けるよう
になります。

当事者やそのご家族・知人等が気軽に相談・
参加できるよう相談窓口や居場所・企画の定
期的な発信・広報を行います。

◎３点

居場所等の利用につながるよう
な当事者像がつかめていない。
また居場所等の継続において、
活動を支援するような市民が必
要。

継続

当事者やその家族の需要はみられるため、開放日の拡
充をし、当事者やその家族の困りごとや課題を、より受け
止められるようにする。
「ひきこもり」を前面に打ち出した広報を方針転換し、「気
軽に集まれる居場所」をPRしていく

つながり
他の当事者や家族、支援者
とかかわる中でつながりを
感じるようになります。

当事者やそのご家族・知人等が居場所への
参加やボランティアを通し、横のつながりを持
つための当事者家族会や交流企画を定期的
に行います。

×0点
当事者の交流は徐々に増えて
いるが、家族同士の交流の需
要が見えていない。

見直し
開放日の拡充、当事者が帰属意識を持てるような交流企
画の実施を検討

届き

関係機関との連携において
地域や社会の中での当事者
や家族への理解が深まりま
す。

当事者が関係する団体や組織、企業などと
連携し、伴走型支援を行うための関係者会議
を定期的に行います。

△1点
当事者のニーズが把握できて
おらず、関係者会議の課題が
定まりづらい

見直し
当事者の抽出やニーズ把握を進める。関係者会議におい
て意識統一をし、体制や支援メニューについて話し合える
土壌を作る。

支えあう

他の当事者や家族、支援者
とのかかわりで本人が役割
を持て、支えられるようにな
ります。

当事者やそのご家族・知人等がお互いを支
え合うために、当事者家族会や交流企画を
定期的に行います。

×0点
当事者同士の交流は徐々に
増えているが、家族同士の交
流の需要が見えていない。

見直し
開放日の拡充、利用者が帰属意識を持てるような交流企
画の実施を検討

たつせがある

当事者が前向きに社会参加
ができ、つながりや役割を感
じられるような地域になりま
す。

相談者や当事者が役割を感じ前向きに社会
参加へ踏み出せるような、当事者主体の支
援メニューを作成する。

〇２点
当事者のニーズが把握できて
いないため、支援メニューの検
討に至らなかった。

継続
当事者の抽出やニーズ把握を進める。関係者会議におい
て意識統一をし、体制や支援メニューについて話し合える
土壌を作る。

1 参加支援事業
地域支援チー

ム



【事業評価】 【事業方針】

◎ ３点 85％～ 継続 現行どおり、事業を継続する

○ ２点 51～84％
改善・見

直し
事業の見直し、改善を図る

△ １点 1～50％ 縮小 事業規模を縮小する

× ０点 ～0％ 休・廃止 事業を廃止する

事業名 基本理念 目標 行動計画 担当係 評価 課題 事業方針
R３年度(下期）目標・

今後の方向性

目標値
避難行動要支援者とのマッ
チングに関して西小校区を
モデル地区とする

実績
西まち協の防災会（新設）に
立ち上げ時から参加

目標値
生活支援サポーターの活動
の場の提供・見守り等の必
要な方へのマッチング

実績

・居場所等での活動延べ32
名
・見守りが必要な方とのマッ
チングに至っていない

目標値
各小校区ごとに3か月に1度
回覧物の発行
広報紙等に1回掲載

実績
回覧物：計16回発行
広報紙：1回掲載

目標値

避難行動要支援者とのマッ
チングに関して西小校区を
モデル地区とする
防災訓練の実施　年1回

実績
西まち協の防災会（新設）に
立ち上げ時から参加
防災訓練　未実施

目標値
実際に活動している方の活
動を紹介する。
広報紙等に1回開催

実績
生活支援サポーター向けの
広報の発行

B８点

令和３年度　長久手市地域福祉活動計画　事業評価シート事業番号５　　共助の基盤作り事業

計画どおり実施されている

概ね計画どおりだが、一部未実施

大幅に計画から遅れている

未実施

事業番号 目標及び実績

総合評価 A：１３点以上　B：8点～１２点　C：１点～７点　D：０点

事業概要
サロン活動を通じ、参加者から地域で活躍できる支援者を発掘し、その他の活動（サロン・共助の基盤づくり事業の支え手）で活
動していただけるようにマッチングする。また、各小学校区のCSWが支援者の把握に努めます。
そして、避難行動要支援者への平常時からの見守りの提供など、住民同士が支え合う仕組みを創ります。

気づき
緊急時の見守り体制につい
て考える機会をつくります。

自治会等で緊急時の仕組みについて考える
機会を設けます。

△1点
地区によって自治組織との関係
性が薄い。

継続
西小校区だけでなく、岩作区で消防団を活用した安否確
認訓練の実施。

つながり
支援を求める方や社会資源
と、支援者をマッチングす
る。

支援者が活躍できる活動の場や、人とマッチ
ングする。

△1点

複数あったサポーター事業を
を統合し、内容を見直ししたこ
とが各事業所に伝わっていな
い。

見直し 次年度に向けた事業内容の周知方法について検討。

届き
地域課題の解決に向けた場
について情報を届けます。

地域課題解決に向けた話し合いの場につい
て広報する。

◎3点
生活支援サポーターの活動内
容が、地域住民に伝わってい
ない。

継続
生活支援サポーターの活動内容をこまめに発信する。近
所で助け合えるように、活動してほしい地区の生活支援サ
ポーターから声掛けするなどの工夫が必要。

支えあう
災害時の安否確認訓練を実
施し、災害時・平常時の体
制を整えます。

モデル地区の選定や、避難行動要支援者に
対する災害時の訓練の実施、平常時見守り
体制づくりをする。

×0点

生活支援サポーターでの災害時
の見守り体制構築には限界があ
り、自治組織による協力が必要
不可欠

継続 岩作区で消防団と協働した安否確認訓練の実施

たつせがある
地域での活動が維持できる
よう、相互理解を深め、有用
感や継続性を高めます。

有用感や継続性を高めるために支援者の
方々の活動を広報誌などで発信し、活動の
相互理解を深める。

◎３点
生活支援サポータとして活動
している方と、活動していない
方の交流の場がない。

継続
次年度に向けて生活支援サポーターの交流会等の検討
を行う。

1 共助の基盤づくり
地域支援チー

ム



【事業評価】 【事業方針】

◎ ３点 85％～ 継続 現行どおり、事業を継続する

○ ２点 51～84％
改善・見

直し
事業の見直し、改善を図る

△ １点 1～50％ 縮小 事業規模を縮小する

× ０点 ～0％ 休・廃止 事業を廃止する

事業名 基本理念 目標 行動計画 担当係 評価 課題 事業方針
R３年度(下期）目標・

今後の方向性

目標値
各小校区毎に1か所居場所
の新設

実績 北・西・南・全域で新設

目標値 居場所の開催　年72回

実績
17回開催（地域企業とのコラ
ボ6か所）

目標値
居場所に関する情報を様々
な方法で広報する。
広報紙等で掲載　年2回

実績

新設の居場所開設の際に、
周辺住民へポスティング実
施。SNS・アプリ・回覧板等を
活用し、情報発信。広報紙1
回掲載

目標値

サロン活動の中で見守りに
関するポイントや、心配な時
にCSWに連絡するなどを周
知

実績 実施なし

目標値
サポーターによる居場所活
動内で、講師等を務める

実績
生活支援サポーターやボラ
ンティアに出演・演奏してい
ただいた。

B9点

令和３年度　長久手市地域福祉活動計画　事業評価シート事業番号６　生活支援体制整備事業

計画どおり実施されている

概ね計画どおりだが、一部未実施

大幅に計画から遅れている

未実施

事業番号 目標及び実績

総合評価 A：１３点以上　B：８点～１２点　C：１点～７点　D：０点

事業概要
高齢者をはじめ誰もが参加できる様々な集いの場や、支え合いの仕組みを創るため住民や地域の企業とのコラボレーションによ
り居場所づくりをすすめます。

気づき
集いの場に関する地域課題
を把握する。

集いの場に関する地域課題を把握する。 〇２点
住民によるサロン活動が立ち上
がらない。サロンの要綱の見直し
必要。

継続
次年度に向けサロン活動を始める方向けの説明会等の
検討。サロンの継続的運営ができるように要綱の見直し
必要。

つながり

集いの場を通じて、参加者
同士の交流を図ります。
地域資源（企業等）を活用す
る。

参加者同士の交流を図ります。
地域資源（企業等）の活用を図ります。

△1点
協力いただける企業の立地に
偏りあり。 見直し

地域資源の活用をした居場所を開拓。協力企業がない地
区に関しては、個人宅の活用も視野に入れ開拓する。

届き

孤立感を抱えた方や子育て
世代、高齢者に、集いの場
の情報が届くように広報す
る。

子育て世代から高齢者まで、地域の集いの
場の情報が届くように広報する。

◎３点
それぞれの世代に合わせた周
知方法の検討必要あり。

継続
それぞれの世代に合わせた周知方法について検討。参加
者等にどの媒体で情報を取得しているか調査し、実施す
る。

支えあう
集いの場を通じて、参加者
同士が困りごとを早期発見
解決できるようになります。

集いの場（サロン・企業）を通じて、参加者同
士が生活の変化に気づき互いに支え合うよう
になります。

×０点
サロン訪問の際に、気づきの
ポイントをまとめたものがある
と案内しやすい。

見直し
サロン訪問の際に、見守りのポイント、心配な方がいると
きに相談してもらえるように周知する。

たつせがある

集いの場などを通じて生ま
れた支え合いの仕組みが維
持できるよう支援していきま
す。

参加者が自身の経験を活かし、役割をもって
活動できるよう支援する。

◎3点 課題なし。 継続
サロンや居場所等の中で、生活支援サポーターやボラン
ティアに出演・演奏に協力いただく。

1 生活支援体制整備事業
地域支援チー

ム



【事業評価】 【事業方針】

◎ ３点 継続 現行どおり、事業を継続する

○ ２点
改善・見

直し
事業の見直し、改善を図る

△ １点 縮小 事業規模を縮小する

× ０点 休・廃止 事業を廃止する

理念 目標 行動計画 担当チーム 評価 課題 事業方針
R３年度（下期）目標・

今後の方向性

目標値 フォトコンテスト応募30点

実績 応募59点

目標値
福祉まつり参加者前年比5％
増
（1653名）

実績
開催中止（新型コロナウイル

ス感染拡大のため）

目標値
目標値：55件
相談件数3％増加

実績 相談件数1247％増加（686件）

目標値 自治会などで１０カ所

実績

８か所実施しました。
（自治会、連合会会議など）

目標値 寄付者120名

実績 下期実施予定です。

B９点

令和３年度　長久手市地域福祉活動計画　事業評価シート事業番号７　地域福祉事業

計画どおり実施されている

概ね計画どおりだが、一部未実施

大幅に計画から遅れている

未実施

基本施策 目標及び実績

総合評価 A：10点以上　B：6点～9点　C：１点～5点　D：０点

事業概要
社協広報誌の発行、ホームページでのPRなど社協や福祉に関する情報発信やフードドライブ、男性の料理教室、ひとり親家庭等
援助、日常生活自立支援、福祉まつり、社協会費募集など特定の小地域ではなく市内全域での地域福祉の取り組みを行いま
す。

気づき

福祉が他人事ではなく自分に
関係する福祉に気づくようにな
ります。

自分に身近な福祉を考える機会をつくるために
福祉をテーマにしたフォトコンテストを行います。

◎３点
SNSの活用等による更なる事業
周知および応募点数を増やす。

継続
次年度も広く募集し福祉まつりで市民
の方に審査・投票してもらう。

つながり

市民が中心となって考える誰も
が参加しやすいイベントを通じ
て福祉とつながることができる
ようになります。

市民が主体の実行委員会と協働して福祉に関す
るメインテーマを設けてボランティア、福祉事業
者・団体が集う福祉まつりを開催します。

×０
新型コロナウイルス感染防止策
を講じる。

継続

感染症対策を講じて次年度開催す
る。

届き

困窮する世帯や福祉課題を抱
えた世帯が、生活福祉資金等
を活用することで、世帯を立て
直すことができるようになりま
す。

低所得・障がい・高齢者など様々な福祉課題を抱
えた世帯に対して生活福祉資金の情報が届くよ
うに情報発信をしていきます。

◎３点
対象者への周知そ行っている
が、周知を受け取れなていない
人もいる。

継続

コロナウイルスの影響による収入減
世帯への継続した情報発信を行う。

支えあう
社協の進める地域の支え合い
活動（地域福祉）の支え手が増
えます。

社協の会員募集事業において、協力を得ている
自治会に対して社協の活動や会員募集事業の
意義等の説明を行っていきます。

◎３点

新型コロナウイルスに配慮し自治
会への継続周知が必要である。
・市政協力員会議、自治会の会
議などが新型コロナの影響で中
止になり市民に直接説明できる
機会が減少している。

継続
会員募集に関する取り組み方法を検
討する

たつせがある
誰もが参加できる福祉の支援
活動が様々な人や団体に広が
ります。

誰もが参加しやすい福祉活動として家庭内の不
要な食品を集めて生活困窮者へ食料支援を行う
団体への支援を行います。（フードドライブ事業）
また活動を広めるために他団体と一緒に活動を
行います。

下期実施

企業や福祉団体などと連携し
フードドライブを実施しているが、
対象者の抽出や配布方法が課
題である。

継続

10/26～31実施予定
市内で食品を必要とする人と食料支
援を定期的に行える仕組みに変えて
いく検討を行っていく。
食品収集に協力してもらえる団体が
増えたため、目標値を従来の寄付者
数から食品寄付数に変更をする。

地域福祉事業
地域福祉
チーム



【事業評価】 【事業方針】

◎ ３点 継続 現行どおり、事業を継続する

○ ２点
改善・見

直し
事業の見直し、改善を図る

△ １点 縮小 事業規模を縮小する

× ０点 休・廃止 事業を廃止する

基本理念 目標 行動計画 担当チーム 評価 課題 事業方針
R３年度（下期）目標・

今後の方向性

目標値 3カ所

実績 5カ所実施しました。

目標値 6か所

実績 1カ所実施しました。

目標値 5団体

実績 下期実施予定です。

目標値 １１０自治会（戸別募金協力）

実績 下期実施予定です。

目標値 2カ所

実績 2カ所実施しました。

B7点

令和３年度　長久手市地域福祉活動計画　事業評価シート事業番号８　共同募金運動事業

計画どおり実施されている

概ね計画どおりだが、一部未実施

大幅に計画から遅れている

未実施

事業番号 目標及び実績

総合評価 A：8点以上　B：5点～7点　C：１点～4点　D：０点

事業概要
市民、自治会、学校、企業、団体など様々な人々の協力により戸別、街頭、イベントなど様々な形で実施される地域課題解決のた
めの福祉活動への資金を募る募金活動です。

気づき
募金活動や募金の使われ方
が誰もが目にするようになり募
金へ理解がより深まります。

共同募金がどのような地域の福祉活動に活用さ
れているか多くの人に伝えるために常設展示しま
す 。 

◎３点

市民（自治会員）へ共同募金がど
のように活用されているかなどの
募金の使途に関する周知が不足
している。

継続

共生ステーションなど市民が集う場所
に配分金事業を受けた市民の声や実
施報告を掲示し、共同募金の活用方
法についての周知を実施する。

目標：4か所

つながり

イベントなどの身近な場所で募
金運動が行われることで誰も
が共同募金運動と繋がること
ができるようになります。

多くの人が集まる自治会等のまつり、イベントで
共同募金運動を行います。

△１点
新型コロナウイルス感染症の影
響によりイベントの開催数が減少

継続

感染症対策に留意しながら実施す
る。

届き
地域の困りごとに対して素早く
共同募金の支援が届くように
なります。

通常の共同募金運動に加えてその時々の状況
に合わせたテーマを設けて募金活動を実施して
いきます。
またテーマに関係する団体等に募金活動に協力
してもらいます。 

下期実施
テーマに関連する団体等への周
知活動が十分に行われていない
ことで、協力団体が少ない。

継続

地域や社会の状況に即したテーマで
募金活動を実施する。
（1月～3月実施予定）

目標：協力5団体

支えあう
共同募金を通じて誰もが助け
助けられるようになります。

共同募金の戸別募金を自治会からの協力を得て
実施していきます。

下期実施
自治会員への共同募金の目的
や意義の理解が進んでいない。

継続

募金に関する説明及び配分金事業の
報告を行うことにより共同募金の意義
や目的の周知を図る。
（10月～実施予定）

目標：１１０自治会の戸別募金協力

たつせがある
市民以外にも様々なお店や企
業などが募金運動により参加
するようになります。

地域のお店などに募金箱の設置など募金活動に
協力してもらいます。

◎３点

募金箱設置に協力する協力店を
さらに増加させるために、共同募
金への理解を深めてもらう必要
がある。

継続

既存協力店の募金箱を適切に管理し
つつ新規協力店増加を目指す。

目標：新規協力店２か所

共同募金運動事業
地域福祉
チーム



【事業評価】 【事業方針】

◎ ３点 継続 現行どおり、事業を継続する

○ ２点
改善・見

直し
事業の見直し、改善を図る

△ １点 縮小 事業規模を縮小する

× ０点 休・廃止 事業を廃止する

基本理念 目標 行動計画 担当チーム 評価 課題 事業方針
R３年度（下期）目標・

今後の方向性

目標値 年３回　３０名

実績 実施していません。

目標値 説明会参加30名

実績
23名参加（７月：４名、９月：１９
名）がありました。

目標値 年４回

実績 ２回発行しました。

目標値 年２件

実績 ２件実施しました。

目標値 年１回　１５名

実績
1回開催 １７名参加がありまし
た。

B１２点

令和３年度　長久手市地域福祉活動計画　事業評価シート事業番号９ ボランティア養成事業

計画どおり実施されている

概ね計画どおりだが、一部未実施

大幅に計画から遅れている

未実施

事業番号 目標及び実績

総合評価 A：１3点以上　B：１2点～８点　C：１点～７点　D：０点

事業概要
ボランティア活動を行いたい、必要な人を支援するボランティアセンターを拠点として、ボランティアの情報収集、発信やボランティ
アの教育、講座、相談やボランティアのマッチングなどボランティア活動の活性化を目的に事業を行います。

気づき
子どもたちの変化に早く気付け
るようになります。

登 下 校 見 守 り ボ ラ ン テ ィ ア を 対 象 に 子
ど もの 異 変 や 変 化 に 気 づ け る よ う に な
る よ う な 講 座 を 実 施し ま す 。

×０点
事業実施について検討が不十分
である。

見直し

事業実施の必要性を含めて検討が
必要である。
各小学校区の登下校見守りのボラン
ティアに現状を確認をする。

つながり
ボランティア活動をしたい人が
興味を持った時に、始められる
ようになります。

ボランティア未経験者に向けて簡易な内容の説
明会を定期的に実施します。

◎３点

・ボランティア活動が気軽に活動
を始めることの理解が進んでいな
い。ボランティア団体自身でも発
信できるような仕組みを作ってい
く必要がある。

改善

・ながくて地域スマイルポイント事業と
連携するなど活動のきっかけとなる作
りを行う。

目標：３０名参加

届き
ボランティア団体の活動が市
民に届いて参加がしやすくなり
ます。

福 祉 団 体 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 が 実 施 す
る イ ベ ン ト や 募 集 を 集 約 し て 回 覧 板 や
公 共 施 設 等 で 配 布 し ま す 。

◎３点

ボランティアに関する情報を掲載
している「かわら版」掲載内容の
充実及び周知が必要。ボランティ
ア活動者の声を拾えるよう取り組
む。

継続

・ボランティアに関する情報が集まる
ように「かわら版」の周知をする。

目標：かわら版年間４回発行

支えあう
ボランティア団体、個人が支え
合うことでより活動が活発にな
ります。

ボランティア団体を支援するボランティアのマッチ
ングを行います。

◎３点

・ボランティア団体の高齢化、会
員の減少などにより、従来の活動
内容の継続が困難になってい
る。

見直し

単独では活動が困難になっているボ
ランティア団体の活動を支援するボラ
ンティア活動などを促していく。

目標：マッチング数年間２件

たつせがある
男性のボランティア活動が活
発になります。

定年前後の男性を対象にした講座を複数日で開
催します。

◎３点
・継続して活動できる内容と場を
見据えた上での内容を検討す
る。

見直し

・男性の生きがい作りに関連する事
業として実施する。

目標：年間1回　参加１５名

ボランティア養成事業
地域福祉
チーム



【事業評価】 【事業方針】

◎ ３点 継続 現行どおり、事業を継続する

○ ２点
改善・見

直し
事業の見直し、改善を図る

△ １点 縮小 事業規模を縮小する

× ０点 休・廃止 事業を廃止する

基本理念 目標 行動計画 担当チーム 評価 課題 事業方針
R３年度（下期）目標・

今後の方向性

目標値 ３回開催３０名

実績
２回開催２０名が参加しまし
た。

目標値 ２団体

実績 １団体実施しました。

目標値 ８９件（前年比10％増）

実績 ６８件実施しました。

目標値 ９カ所

実績
１か所実施（本会HP）しまし
た。

目標値 年５回

実績 ３回実施しました。

A１3点

令和３年度　長久手市地域福祉活動計画　事業評価シート事業番号1０　福祉教育事業

計画どおり実施されている

概ね計画どおりだが、一部未実施

大幅に計画から遅れている

未実施

事業番号 目標及び実績

総合評価 A：１3点以上　B：８点～１２点　C：１点～７点　D：０点

事業概要
小中高等学校の福祉教育を支援する社会福祉協力校、高齢者体験や障がい者支援を学ぶ福祉実践教室、子ども達の視点で福
祉を表現する福祉作文コンクール、ボランティア１日体験などを行う福祉体験学習、ふれあい子ども劇などの様々な福祉に関する
学びの支援、機会や資材の提供をします。

気づき
福祉に関する体験から、障が
いや高齢者の困り事に気づく
ようになります。

依頼に応じて地域での出張の福祉実践教室も行
うようにしていきます。

◎３点
感染対策を踏まえ実施可能な内
容を検討する。

継続

要請に応じる他、親子で参加できる講
座など、若い世代が参加しやすい講
座を検討する。

目標：福祉実践教室 年３回 参加３
０名

つながり
障がい者支援などのボランティ
ア活動をする団体と市民との
つながる機会が増えます。

ボランティア団体を講師とした市民向け福祉実践
教室を開催します。

◎３点

感染対策を踏まえ実施可能な内
容を検討する。

継続

協力団体や個人ボランティアとのつな
がりの強化及び担い手を育成する。

目標：２団体（の協力）

届き
地域での自主的な福祉活動が
行いやすくなり、地域で福祉活
動が活発になります。

社協が無料貸し出しする福祉用具 、書籍を充実
することで地域での福祉的なイベントや講座を支
援します 。

◎３点
貸出について情報収集と情報発
信が必要である。

継続
幅広く活用されるよう周知する。

目標：令和２年度比10％増

支えあう
子ども達の地域での支え合い
や福祉への思いが様々な人に
伝わるようになります。

市 内 の 小 中 高 校 生 が 書 い た 福 祉 作 文
の 朗 読 テ ー プ を 作 り 学 校 等 で 流 す な
ど 、 作 文 を 発 表 す る 場 を 作 り ま す 。

△１点
学校での取りまとめができず、内
容を変更し事業を実施したため、
応募数が大幅に減少した。

見直し
翌年度の事業実施について、取り組
み方法変更を検討する。

たつせがある

障がい者や高齢者が福祉の
担い手にもなります。また当事
者の思いを伝える場所ができ
るようになります。

障 が い 等 の 当 事 者 や 家 族 介 護 経 験 者
な ど に 講 師 等 で 福 祉 実 践 教 室 等 に お
い て 協 力 し て も ら い ま す .。

◎３点 講師となる当事者を発掘する。 継続
社協内で幅広く連携をしていく。

目標：年５回

福祉教育事業
地域福祉
チーム



【事業評価】 【事業方針】

◎ ３点 継続 現行どおり、事業を継続する

○ ２点
改善・見

直し
事業の見直し、改善を図る

△ １点 縮小 事業規模を縮小する

× ０点 休・廃止 事業を廃止する

基本理念 目標 行動計画 担当チーム 評価 課題 事業方針
R３年度（下期）目標・

今後の方向性

目標値 ４回

実績 実施していません。

目標値 ２機関

実績 ２機関実施しました。

目標値 １５回

実績
リーフレットの配布で対応しま
した。

目標値 ３回

実績
リーフレットの配布で対応しま
した。

目標値 年２回

実績 1回実施しました。

C6点

令和３年度　長久手市地域福祉活動計画　事業評価シート事業番号１１　福祉団体事業

計画どおり実施されている

概ね計画どおりだが、一部未実施

大幅に計画から遅れている

未実施

事業番号 目標及び実績

総合評価 A：13点以上　B：8点～12点　C：１点～7点　D：０点

事業概要
希望の会（知的障害者の家族会）、遺族会（戦没者）、シニアクラブ連合会、身体障害者福祉協会、子ども会連絡協議会など様々
な当事者等の団体の事務を行うことで団体を発展させていきます。

気づき
活動を通じて独居高齢者等の
困り事に気づくようになります。

シニアクラブが実施する友愛訪問を支援していき
ます。　

×０点
昨年度に引き続き、新型コロナの
影響により訪問困難なため例年
実施のクラブでも中止となった。

継続
継続実施支援する。

つながり
市民が各福祉団体を知り参加
しやすくなります。

関係機関を通じてPR活動を実施してもらいます。 ◎３点
加入者の高齢化、会員の減少や
役員の担い手が不足している。 継続

各団体の活動を開示する方法を検討
する

目標：２機関

届き
福祉団体に加入する人たちに
福祉サービスが届くようになり
ます。

Ｃ Ｓ Ｗ 、 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 、 認 知
症 カ フ ェ な ど 制 度 内 、 外 の 福 祉 の 案
内 を 行 っ て い き ま す 。

×０点
コロナウイルス感染症の影響に
より会議などの参集機会が減少
した。

継続

会議などの開催時には広く社内で周
知を行う。

支えあう
福祉団体の人たちに団体の活
動以外の福祉の内容が伝わる
ようになります。

役員会等で福祉の講話を行っていきます。 ×０点
コロナウイルス感染症の影響に
より会議などの参集機会が減少
した。

見直し

従来の役員会など以外でも少人数で
も集う場所で行う。

たつせがある
福祉団体への理解が深まりま
す。

地域で当事者として話をする機会を作っていきま
す。

◎３点
話をする場所、機会づくりが必要
である。

見直し

福祉実践教室事業などで当事者とし
て活動の場を作る。

目標：年２回

福祉団体事務
地域福祉
チーム



【事業評価】 【事業方針】

◎ ３点 継続 現行どおり、事業を継続する

○ ２点
改善・見

直し
事業の見直し、改善を図る

△ １点 縮小 事業規模を縮小する

× ０点 休・廃止 事業を廃止する

基本理念 目標 行動計画 担当チーム 評価 課題 事業方針
R３年度（下期）目標・

今後の方向性

目標値
事業説明：年3回
貸付との連携：年18件

実績

事業説明：0回
（10月に実施予定…7回）

貸付との連携：上期113件実施
しました。

目標値 年2回

実績
2回実施しました。
（居住支援法人Rin、
国際交流協会）

目標値 年3か所

実績

24か所実施しました。
（長久手市内大学、専門学校、
高校、コンビニや各公共施設
などへのチラシ設置や配布）

目標値
年5回(協力依頼）
年1回(就労）

実績
3か所（協力依頼）実施しまし
た。
1回（就労）実施しました。

目標値 年1社

実績 0社

B10点

令和３年度　長久手市地域福祉活動計画　事業評価シート事業番号１２　生活困窮者自立支援事業

計画どおり実施されている

概ね計画どおりだが、一部未実施

大幅に計画から遅れている

未実施

事業番号 目標及び実績

総合評価 A：13点以上　B：8点～12点　C：１点～7点　D：０点

事業概要
様々な理由で生活に困窮している人や世帯に対し、困りごとや課題の解決を図りながら、地域で自立した生活を送ることができる
よう支援します。また、複合的な課題を抱える生活困窮者への支援を通じて、福祉分野のみならず、労働、保健、文教、金融、住
宅、司法等の様々な分野と連携し、支援ネットワークの構築を目指します。（生活困窮者自立支援制度）

気づき

様々な理由で生活に困ってい
る人や世帯に地域や関係機関
が気づき、困っている人が早
期に支援を受けて生活再建が
図れるようになります。

関係機関や地域での事業説明を行います。
生活福祉資金貸付等の貸付との連携強化をして
いきます。

〇２点

新型コロナに よる感染者数 が
減ってきてはいるものの、なかな
か人が集まる場所での説明は行
えない状態が続いている。

継続

関係機関や地域での事業説明を行い
ます。
生活福祉資金貸付等の貸付との連
携強化をしていきます。

つながり

支援を通して、生活に困ってい
る人・世帯が地域や関係 機
関、社会資源等とつながること
で、地域でその人らしい生活が
できるようになります。

個別ケースを通じて各関係機関参加のもとで検
討会を実施し、支援課題及び不足している資源
について拾い上げます。

◎３点
不足している資源について、今後
問題提起出来る場所での情報提
供が必要。

継続

個別ケースを通じて各関係機関参加
のもとで検討会を実施し、支援課題
及び不足している資源について拾い
上げます。

届き

生活に困ったときに不安や心
配、困りごとをまず相談できる
窓口として、『くらし・しごと・つ
ながり支援センター』が地域で
身近な存在になります。

チラシ設置や物品配布による周知活動を継続的
に実施します。

◎３点 特に問題なく実施出来ている。 継続
チラシ設置や物品配布による周知活
動を継続的に実施します。

支えあう
就労の場や機会を求める人と
働き手を求める地元企業等
が、地域の中で結びつきます。

市内の企業等への制度説明と協力依頼を実施
(年5回）し、人材を求める企業等への就労をマッ
チングしていきます。

〇２点

（協力依頼）地元企業については
新型コロナの影響を受けているこ
ともあり（貸付での来所も多く見ら
れていることあり）、積極的な協
力依頼が難しい状況もある。
（就労）本人のニーズと企業の求
める人材とのマッチングが難し
い。

継続

市内の企業等への制度説明と協力
依頼を実施(年5回）し、人材を求める
企業等への就労をマッチングしていき
ます。

たつせがある

誰もが住み慣れた地域で自立
して暮らしていくために、一人
ひとりの求める社会参加の機
会や就労の場を、地域や企
業、団体等が提供することに
よって、いつでも利用できるよ
うになります。

市内の企業等への制度説明と協力依頼を実施
(年5回）し、就労体験の受け入れ先の開拓をしま
す。

×０点

新型コロナの影響がどの企業も
まだ残っている状態であり、他者
の受け入れが難しい状況が続い
ている。

見直し

市内の企業等への制度説明と協力
依頼を実施(年5回）し、社会参加の機
会の提供や就労体験の受け入れ先
の開拓をします。

生活困窮者自立支援事業
くらし・しごと・
つながり支援

センター



【事業評価】 【事業方針】

◎ ３点 継続 現行どおり、事業を継続する

○ ２点
改善・見

直し
事業の見直し、改善を図る

△ １点 縮小 事業規模を縮小する

× ０点 休・廃止 事業を廃止する

基本理念 目標 行動計画 担当チーム 評価 課題 事業方針
R３年度（下期）目標・

今後の方向性

目標値 年40回

実績 4回実施しました。

目標値
①年40回

②年12ケース

実績

①4回実施しました。

②18ケース実施しました。

目標値

・地域ケア会議での地域課題
の抽出　月1回

・分析及び政策・事業形成のた
めの意見聴取の場の開催 月
1回

実績

毎月１回地域ケア会議にて事
例からの学びを参加者に地域
の事として考えてもらい、地域
課題の抽出・分析、事業形成
について検討を実施しました。

目標値 年12ケース

実績 18ケース実施しました。

目標値

①年40回

②地域ケア会議参加者への情
報発信　月1回

実績
①4回実施しました。

②月１回実施しました

B11点

令和３年度　長久手市地域福祉活動計画　事業評価シート事業番号 １３　地域包括支援センター 事業

計画どおり実施されている

概ね計画どおりだが、一部未実施

大幅に計画から遅れている

未実施

事業番号 目標及び実績

総合評価 A：13点以上　B：8点～12点　C：１点～7点　D：０点

事業概要
だれもが住み慣れた地域で可能な限り暮らし続けられるよう、市民と専門職が一体となって、課題解決のために何が必要なのか
を考え、地域の新しいしくみ作りを行います。

気づき

認知症や介護問題、消費者被
害、高齢者虐待等の困り事に
早期に気づけるようになりま
す。

地域のサロンや喫茶店等に出向いて出張相談や
出前講座で情報提供・収集を行います。

△１点

・新型コロナウイルス感染予防の
観点から出張相談・出前講座の
開催は縮小傾向である。
・介護予防を考える会にて情報収
集の様式（アセスメントシート）を
作成し、高齢者のニーズや状況
確認として運用開始する。活用方
法について検討継続必要であ
る。

継続

目標
出張相談や出前講座での情報提供・
収集：年40回⇒10回

介護予防を考える会での情報収集
及びアセスメントシートの活用につい
て検討：月1回

つながり
地域住民同士のつながりを持
ち続けられるようになります。

①出張相談や出前講座の場で、地域包括支援セ
ンターの周知活動を行っていきます。

②地域サロンや集い場などの社会資源へつない
でいきます。

○２点
新型コロナウイルス感染予防の
観点から開催縮小傾向である。

継続

目標
・出張相談や出前講座の場での、地
域包括支援センターの周知活動：年
40回⇒10回

・介護予防を考える会での周知活動
月1回

・地域サロンや集いの場などへの社
会資源へのつなぎ：年48ケース

届き

地域の資源をはじめ、医療や
保健、介護、行政の制度を活
用することで、切れ目のない支
援が届き、だれもが地域で、可
能な限り自立した生活を送れ
るようになります。

地域ケア会議で地域課題の抽出を行っていきま
す。

◎３点

新型コロナウイルス感染予防の
観点から、地域ケア会議の開催
について、集合形式又はオンライ
ン形式での開催検討を適宜行っ
ていく必要がある。

継続

目標
・地域ケア会議で抽出された地域課
題に対応するために開始された事業
の実施状況・内容の振り返りを行う。
（年2回）

・分析及び政策・事業形成のための
意見聴取の場の開催　月1回

支えあう
みんなでお互いに協力し合い
ながら、支援が必要な人を支
え合えるようになります。

支援が必要な人に対して、見守りサポーター、ご
近所パートナー、民生委員、市福祉サービスなど
につないでいきます。

◎３点
引き続き、必要な社会資源につ
ないでいくことが必要である。

継続
目標
民生委員や市福祉サービスなどへの
つなぎ　年48ケース

たつせがある

周囲の困っている人に声をか
けるなど、自分の役割や、やり
がいを見つけ、自分が求めら
れていることを実感できるよう
にします。

CSWや生活支援コーディネーター等による、活躍
の場づくりに協力し、地域のサロンや出張相談等
にて、紹介していきます。

○２点
新型コロナウイルス感染予防の
観点からサロンや出張相談の開
催が縮小傾向である。

継続

目標
・CSWや生活支援コーディネーター等
による活躍の場づくりに協力し、地域
のサロンや出張相談等にて紹介 年
40回⇒10回

・地域ケア会議参加者への情報発信
月1回

地域包括支援センター 
地域包括支援

センター



【事業評価】 【事業方針】

◎ ３点 継続 現行どおり、事業を継続する

○ ２点
改善・見

直し
事業の見直し、改善を図る

△ １点 縮小 事業規模を縮小する

× ０点 休・廃止 事業を廃止する

基本理念 目標 行動計画 担当チーム 評価 課題 事業方針
R3年度（下期）目標・

今後の方向性

目標値

年1回
市内学校（9校）福祉担当教諭
へ発達障害を学ぶ必要性に気
づいてもらう。

実績

年1回実施しました。
５/２６福祉実践教室会議（市
内小学校6校、中学校3校、高
校2校）にて必要性を伝える。

目標値

年1回

当事者の困りごとを反映させ
た、福祉教育を企画する。

実績

年2回実施しました。
学校生活での困りごとを、みん
なで考えるﾎﾞｰﾄﾞｹﾞｰﾑを利用し
た学習を企画。ｷﾝﾀﾞｰﾎﾙﾄ等で
2回試験運用を実施。

目標値
福祉実践教室を通じて、発達
障害やｿｰｼｬﾙｽｷﾙの知識がﾓ
ﾃﾞﾙ校の生徒に届く。

実績 下期実施予定です。

目標値
福祉実践教室を通じて、支え
合いについても気づきや学び
を促す。

実績 下期実施予定です。

目標値
次年度から、ﾓﾃﾞﾙ校だけでな
く、市内全中学校で実施できる
よう仕組みを整える。

実績 下期実施予定です。

A6点

令和３年度　長久手市地域福祉活動計画　事業評価シート事業番号1４　障がい者基幹相談支援センター事業

計画どおり実施されている

概ね計画どおりだが、一部未実施

大幅に計画から遅れている

未実施

事業番号 目標及び実績

総合評価 A：5点以上　B：３点～４点　C：１点２点　D：０点

事業概要
誰もが地域で安心して生活できる社会の実現を目指し、障がい者等の相談支援に関する業務を総合的に実施するとともに、必要
な社会資源の開発・コーディネートを行います。

気づき
誰もが誰かの手助けを受けな
いと暮らせない時があることに
気がつくようになります。

障がいによる様々な生きづらさに気づくための啓
発イベントをテーマを決めて開催します。（テーマ
例：知的障がいの人・育てにくい子ども・仕事が続
かない人・うつ病・中途障がいの人など）

◎３点
ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染予防から、実施を
断念する学校があった。

継続
感染予防への対策も考え、できるだ
け実施を断念されないよう検討してい
く。

つながり
不 便 さ を 解 消 す る た め に 、
ちょっとした行動をお互いに実
行できるようになります。

啓発イベント等で、障がいによる生きづらさは、ど
んな暮らしの不便さがあるのか当事者等が伝え
る場面を作ります。

◎３点

試験運用で、ｹﾞｰﾑの回答がうまく
出せない生徒に対するﾌｧｼﾘﾃｰ
ﾀｰのﾌｫﾛｰが重要であることがわ
かる。
ｹﾞｰﾑも丁寧に行いつつ多くの生
徒が関われる人数の設定も課題
となる。

継続

ｹﾞｰﾑの人数は6名を4組で設定。合計
24名の生徒が受けられるようにする。
ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰのｲﾒｰｼﾞﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを強化す
る。

届き

手助けを受けないと暮らせな
い生活には、どんな不便さが
あるのかを教えてもらい、知る
ことで理解が広がります。

啓発イベント等で障がいによる暮らしの「不便さ」
に対し、参加者が、何か手助けを考え、実施して
もらいます。

下期実施 継続 12月14日実施予定。

支えあう

同じような不便さを感じている
人を想像し、不便さが解消され
る行動を実行してみることで、
支えあいの輪が広がります。

障がいによる生きづらさに関する啓発イベントを
開催して、同じような暮らしづらさを持つ人への手
助けを実施し、支えあいの輪を広げていきます。

下期実施 継続 12月14日実施予定。

たつせがある
支えあいの輪が継続可能な仕
組みになります。

啓発イベント内で、支えあいを継続できるようにす
る仕組みを当事者と一緒に考えます。

下期実施 継続 12月14日以降、検討予定。

障がい者基幹相談支援センター
障がい者基幹
相談支援セン

ター



【事業評価】 【事業方針】

◎ ３点 継続 現行どおり、事業を継続する

○ ２点
改善・見

直し
事業の見直し、改善を図る

△ １点 縮小 事業規模を縮小する

× ０点 休・廃止 事業を廃止する

基本理念 目標 行動計画 担当チーム 評価 課題 事業方針
R３年度（下期）目標・

今後の方向性

目標値 年２世帯

実績 ３世帯実施しました。　　　　

目標値 月２名分確保

実績

月１～２名分実施しました。

利用者、家族への働きかけ、
支援を実施し、必要な関係機
関へつなげました。

目標値
年に2世帯

全利用者ケースが対象

実績
全利用者ケース実施しました。

（定期訪問時確認）　　　　　　　　　　　　

目標値 年間１０ケース

実績 ６ケース実施しました。

目標値 年３ケース

実績

０ケース
定期訪問にてニーズを把握
し、活動の場を紹介、つなげる
機会がありませんでした。

B12点

令和３年度　長久手市地域福祉活動計画　事業評価シート事業番号 15　居宅介護支援事業

計画どおり実施されている

概ね計画どおりだが、一部未実施

大幅に計画から遅れている

未実施

事業番号 目標及び実績

総合評価 A：13点以上　B：8点～12点　C：１点～7点　D：０点

事業概要
誰もが住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、家族にも目を配り、地域住民とともに支援を行います。またＣＳＷ等と協働し、介
護が必要な人の暮らしを地域全体で支えるための仕組みづくりを行います。

気づき
利用者だけではなく、世帯全体
に支援の目が広がります。

8050世帯等の複合的な問題を抱えた世帯を発見
し、関係機関につなげます。

◎３点

複合的な問題を抱えた世帯を発
見できるよう、研修の実施・参加
を継続し、事業所内での振り返
り、職員間での情報共有が必要
です。

継続

８０５０世帯等、複合的な問題や困り
ごとを 抱えた世帯を発見し、関係機
関へつなげます 。 

目標：年２世帯

つながり
介護保険につながりにくい利
用者も支援が届くようになりま
す。

介護保険サービスにつながらない利用者への対
応をおこなっていきます。

◎３点
引き続き、必要な社会資源につ
ないでいくことが必要です。

継続

介護保険につながりにくい利用者へ
の対応をおこないます。

目標：月２名

届き

介護保険サービスだけではな
く、近隣住民による見守りや、
サロン活動の紹介をし、よりそ
の人らしく暮らせるようになりま
す。

サロンなど、地域活動の担い手による サービス
の活用がなされているか 、ケース毎 にモニタリン
グを行います。

◎３点

引き続き、サロン活用など、イン
フォーマルサービスがなされてい
るか確認を行っていくことが必要
です。

継続

サロンなど、地域活動の担い手によ
るサービスの活用がなされている
か、ケース毎にモニタリングを行い
ます。

目標：全利用者ケース

支えあう

近隣住民による支え合いの関
係ができ、利用者の日常の変
化にすぐに周りの人が気付くこ
とができるようになります。

近隣住民による定期的な見守りが必要な人を C
S Wへ連絡し 、マッチングを行います。

◎３点
引き続き、必要な社会資源につ
ないでいくことが必要です。

継続

近隣住民による定期的な見守りが
必要な人等、CSW、生活支援コー
ディネーターと連携し日常の変化に
気付くことができるようにします。

目標：年間１０ケース

たつせがある

介護の経験や思いを伝える場
ができ、自身や家族の介護の
経験、思いなどを役立てること
ができようになります。

(介護経験などの)話をしたい人と話を聞きたい人
をマッチングします。

×０点

新型コロナウイルス感染症の影
響もあり、難しい場面もあるが、
引き続き、必要な方をつないでい
くことが必要です。

継続

介護の経験談を話したい人と話を
聞きたい人をマッチングします。

目標：年間３ケース

居宅介護支援事業
居宅介護支援

事業所


